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  兵庫県立 三田西陵高等学校 
              自主・創造・飛翔  

 ５月７日（火）全校集会が行われまし

た。内容は以下のとおりです。 

１ 校長講話 

２ 表彰伝達 

＜男子バレーボール部＞  

 丹有前期リーグ戦 ２部優勝  

 丹有総体 第３位 

 優秀選手 １名 

＜女子バレーボール部＞  

 丹有前期リーグ戦 ２部優勝 

＜男子サッカー部＞  

 丹有総体 準優勝  

 優秀選手 ３名 

＜剣道部＞ 丹有総体  

 女子団体 優勝  

＜柔道部＞ 丹有総体  

 男子66kg級 準優勝  

＜女子サッカー部＞  

 丹有総体 優秀選手 ２名 

 

３ 令和元年度生徒会役員の 

  公示について

（選挙管理委員長） 

４ 生徒指導部長 

  講話 

 

全校集会 

第25回 西陵祭について 

 今年の西陵祭のテーマと目標です。 

「協調 ～このbeatにのせて～ 」 

１ 大きな行事を共に作り上げて 

 いくことで、各クラスの団結を 

 図る。 
２ 文化部の発表の場を持つこと 
 で、その活動を活性化する。 

 １学年から３学年までの各クラ

ス、文化部共に“西陵生”の持って

いる様々な力が発揮されるときで

す。今年のテーマを胸に一人ひとり

が精一杯取り組み、第25回西陵祭を

盛り上げていきましょう。  

＜西陵祭日程＞                            

６月13日(木) 文化の部 第１日目 

 午前：開会式（クラスアピール） 

    合唱コンクール本選 

    東山荘「アドバンス」の合唱 

 午後：有志発表 

    「Are you ready?」 

    合唱コンクール審査結果発表 

 

６月14日(金) 文化の部 第２日目 

 クラス企画（舞台・展示・装飾） 

 午前：文化部（展示発表） 

    ＰＴＡバザー・東山荘バザー 

  午後：吹奏楽部演奏 

     クラス企画（展示・装飾） 

     閉会式 

     クラス企画（舞台・展示・ 

     装飾部門）の結果発表、表彰 

 体育の部は9月26日の予定です。 

 ６月14日（金）については、一般

公開をしております。受付にて名前

学食 

営業 
６月行事  

1 土   

2 日   

3 月  〇 

4 火 合唱コンクール予選 〇 

5 水  〇 

6 木 教育実習（２週間）終了 〇 

７ 金 カウンセリング 〇 

8 土 舞台リハーサル  

9 日   

10 月  〇 

11 火 
大掃除（7限） 

5分短縮授業 

カウンセリング 

〇 

12 水 
西陵祭準備（午後） 

午後授業カット 
〇 

13 木 
西陵祭（文化） 

教育実習（３週間）終了 
〇 

14 金 西陵祭（文化） 〇 

15 土   

16 日   

17 月  〇 

18 火 FM 火曜講座 〇 

19 水  〇 

20 木 
３年進路別説明会 

（６・７限） 
〇 

21 金 カウンセリング 〇 

22 土   

23 日   

24 月 書写検定 〇 

25 火 火曜講座 〇 

26 水  〇 

27 木 避難訓練（７限） 〇 

28 金 期末考査①（～７／４）  

29 土   

30 日   

の記入などを行っていただきご入場し

ていただきます。また、敷地内全面禁

煙にご協力をお願いいたします。駐車

場が手狭ですので、お車でのご来校は

ご遠慮ください。（近隣の施設等への

駐車はしないでください。） 

 本校では、皆さんも知っているとお

り、「てっぺんを目指す部活動」を柱

の一つとして、学校の特色化を進めて

います。今回は、その具体的な取組を

二つ紹介します。 

１ HP上の部活動ページの立ち上げ 

昨年度から、本校のHPに部活動の

ページを立ち上げ、各部の活動をそれ

ぞれのページで紹介しています。活動

報告や試合結果、練習計画などがUP

されています。これからも、各部が趣

向をこらして本ページを作成していき

ますので、是非、閲覧してください。 

２ 部活動体験を含むｵｰﾌﾟﾝ･ﾊｲｽｸｰﾙの実施 

 これまで、本校のｵｰﾌﾟﾝ･ﾊｲｽｸｰﾙでは部

活動見学のみを行ってきました。しか

し、「部活動体験があったら高校選択の

際に役立ったのに」という入学生やその

保護者の方々の意見を聞きました。そこ

で、準備ができるなら、駒ヶ谷運動公園

にもご協力をいただき開催したいと考え

ています。 

 部活動の充実に向け、ご理解とご協力

をお願いします。 

http://www2.hyogo-c.ed.jp/~sandaseiryo-hs/netc/htdocs


 ５月21日(火)の１年生教育入門Ⅰ

は、三田あさひ幼稚園から髙澤園長を

お招きして、「幼児教育について学ぶ

(実習に向けて)」と題して講話いただ

きました。 

 来週より始まる幼稚園・保育園実習

(年間８回)を控えた生徒たちに対し、

「先生」としてのあり方や、先生と園

児の両面から教育現場の様子を、さら

には実習生としての心得までお話しい

ただきました。 
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教育入門Ⅱ 教職について 
 ４/24の教育入門Ⅱでは神戸親和女子

大学から小坂明教授をお招きし、「初

等教育について」というテーマでご講

演いただきました。 

 教職のよさや、小学校の授業や授業

以外の仕事に関する”あるある”、教

育現場の現状や問題などをペアワーク

などを交えながら、楽しくわかりやす

く教えてくださいました。 

 初めて知る小学校の”あるある”や

現場の問題に、おもわず驚きの声が上

がる場面も。また、様々な決まりに

沿って時間割を作るという作業も体験

しました。目に見えない仕事がたくさ

んあることを実感しました。 

PTA総会 学年懇談会 教育入門Ⅰ 教育講話 
 ５月11日(土)、PTA総会並びに学年懇

談会が行われました。今年度は新たな取

り組みとして、午後から始まるPTA総会

の前に、授業参観を4限目に実施しまし

た。多くの保護者の皆様にご参観いただ

きました。ありがとうございました。 

 午後１時からはPTA総会が体育館で実

施されました。事

業報告・会計報

告・今年度の計画

や予算の議決が審

議されました。 

 PTA総会終了後

に各学年に分かれて学年懇談会が実施さ

れました。 

 １学年の会場は体育館１階の食堂で実

施されました。内容については、指導方

針、教育課程や年間計画、学校生活で気

を付けるべき生活マニュアル、学習をサ

ポートするClassi

について、高校卒

業後の費用などの

進路についての説

明が学年の担当か

ら説明されまし

た。 

 ２学年は本館3階多目的教室に移動

し、実施されました。内容については、

指導方針、教育課程や年間計画、学校生

活や進路について

に加え、修学旅行

についての説明が

パワーポイントを

使いながら説明さ

れました。 

 ３学年はPTA総会に引き続き体育館で

学年懇談会兼進路説明会が実施されまし

た。最初に進路指導部から本校の生徒の

現状をスタディーサポートの結果などを

引用しながら説明されました。また、学

年からも教務、進路指導、生活指導の話

があり、最後に学年主任から映像を交え

ながら、保護者の抱える不安についての

話があ

り、その

不安に応

えるお話

がありま

した。 

 当日は、多数の保護者の皆様にご出席

いただき、ありごとうございました。今

後とも本校の教育活動へのご協力をよろ

しくお願いします。 

ハイスクール特派員登場！ 

 ５月21日、ハニーFMの「ハイスクー

ル特派員登場！」に本校放送部員二人

が出演させていただきました。放送部

の活動や学校の様子などを生放送でリ

ポートしました。 

 今年度からは放送部が西陵高校を代

表して出演させていただくことにな

り、西陵生の活躍をリポートします。 

 

 毎月第3火曜日 

17：15～ 

HONEY FM82.2 

   にて生放送 

生徒会立会演説会 

 ５月17日、考査後に生徒会立

会演説並びに生徒会選挙が行わ

れました。生徒会長１名、副会

長２名、会計２名が立候補し、

いずれも定員内であったため、

信任・不信任を問う選挙となり

ました。本校の生徒会選挙は、

１・２年生は教室で投票を行い

ますが、18歳を迎える３年生は

有権者になることを踏まえて、

実際の選挙で使用される記載台

と投票箱を利用して投票を行い

ました。三田市選挙管理委員会

の方々には、選挙に関する講話

を頂きました。 

 講話では、若年層の投票率が

低いことが取り上げられ、将来

の担い手である若者の意見を政

治に反映してもらうためにも一

番身近な政治活動である投票に

行くべきだというお話がありま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この活動は、朝日新聞と毎日

新聞に掲載されました。そこで

取り上げられた生徒の声を紹介

します。 

「有権者の年齢になったと改め

て感じた。夏の参議院選挙も公

約を調べるなどして、絶対に投

票したい」 

令和元年５月18日（土） 

毎日新聞より 


